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昭和52年（1977年）1月1日（391号） 広報ごしょがわら （第3種郵便物認可） 

る
リ
ン
ゴ
の
大
量
落
果
等
が
あ

り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
続

い
て
き
た
経
済
不
況
か
ら

よ
う

や
く
立
ち
直
り
か
け
よ
う
と
し

て
い
た
矢
先
き
、
こ
の
冷
、
風

害
に
よ
る
被
害
は
、
血
皿
家
に
対
 

尽
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
五
所
川
原
市
が
飛
躍
す

る
た
め
に
は
、
今
後
解
決
す
べ

き
幾
多
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が

議
会
に
お

い
て
昨
年
十
二
月
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
駅
舎
の
 

長
 

議
 

会
 

議
 

市
 

士
 

！
 
福
 

ーノ地域市民集会日程一 

月日 曜日 時 間 地区名 場 	所 

1月 

6日 
木
  

9時吉 三 好 市農協三好支所 

13時吉 中 川 中川 支所 

1月 

7日 
金
  

9時吉 毘沙門 いくじ児童館 

13時吉 飯 詰 飯 詰支所 

1月 

8日 土
  

9時吉 松 島 松島．支所 

13時吉 五所II阪 中央公民館 

I月 

10日 日
”
 
 

9時吉 栄 栄 支 所 

13時吉 梅 沢 梅田公民館 

1月 

1l日 火
  

9時吉 長 橋 っっじが丘児童館 

13時吉 七 和 杉の子児童館 

市
民
の
皆
さ
ん
、
新
し

い
年

を
お
迎
え
し
て
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

五
十
一
年
の
龍
年
は
、
昔
か

ら
縁
起
の
よ
い
年
だ
と
言
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
ど
な
た

も
希
望
と
期
待
に
満
ち
た
年
で

あ
っ
た
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
 

然
し
現
実
は
完
全
に
裏
切
ら

れ
、
景
気
の
停
滞
は
各
家
庭
の

経
済
を
圧
迫
す
る
と
こ
ろ
と
な
 

昭
和
五
十
二
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
方
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

昨
年
は
、
東
北
、
北
海
道
地

方
に
わ
た
っ
て
冷
害
に
よ
る
水

稲
の
大
不
作
、
あ
る
い
は
津
軽

地
方
を
中
心
と
し
た
強
風
に
よ
 
 

り
、
特
に
春
以
来
か
ら
の
不
順

天
候
と
暴
風
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
は
甚
だ
し
く
、
芸
に
改
め

て
被
災
農
家
に
対
し
、
心
か
ら

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
 

被
災
者
に
対
す
る
相
談
窓
ロ

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
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こ
の
よ
う
な
逼
迫
し
た
状
勢

の
中
に
お
い
て
、
昭
和
五
十

一

年
を
振
り
返
る
と
き
、
市
民
待

望
の
駅
舎
落
成
を
始
め
主
な
る

事
業
と
し
て
は
、
国
体
の
会
場

と
も
な
る
総
合
体
育
館
の
着
工

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
建
設
、
 

与
え
た
打
撃
は
非
常
に
大
き
い
 

も
刀
が
あ
り
、
A
7凌
の
市
民
生
 

活
に
尾
を
引
く
こ
と
と
田
。い
ま
 

す
。
 

、
 

市
議
会
と
し
て
市
民
の
方
々

が

一
日
も
早
く
安
定
し
た
生
活

に
立
ち
戻
れ
る
よ
う
に
全
力
を
 
 

ま
た
当
市
出
身
者
の
ご
寄
贈
に

よ
る
図
書
館
も
年
度
内
完
成
を

め
ぎ
し
て
建
設
中
で
あ
り
、
親

子
、
孫
が

一
緒
に
住
め
る
親
子

住
宅
の
建
設
等
、
か
ね
て
よ
り

の
懸
案
事
業
が
大
巾
に
解
決
で

き
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
こ
と

は
、
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ
り
 

口
の
新
設
、
駅
裏
と
中
心
市
街

地
を
結
ぶ
立
体
交
差
、
職
業
訓

練
大
学
校
の
誘
致
、
市
立
七
和

高
等
学
校
の
県
立
移
管
、
あ
る

い
は
公
共
下
水
道
工
事
等
に

つ

い
て
、
市
の
執
行
部
並
び

に
関

係
機
関
と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
が
 
 

会
の
推
進
 

二
、
未
来
へ
の
人
づ
く
り
と
文

化
の
振
興
。
三
、
明
る
く
う
る

お
い
の
あ
る
街
づ
く
り
。
 

四
、
豊
か
な
生
活
と
産
業
の
振

興
を
柱
と
し
て
市
政
の
伸
展
に

努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
 

こ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
 

公
営
住
宅
の
建
設
、
庁
舎
温
泉

を
利
用
し
た
老
人
と
子
供
の
家

の
建
設
 

平
為
家
重
要
文
化
財
指
定
の

実
現
、
第
三
中
校
地
の
取
得
、
 

第
二
中
技
術
室
の
建
設
、
総
合

体
育
館
の
完
成
、
味
噛
ケ
沢
野

鳥
の
村
の
整
備
、
駅
裏
と
中
心

部
を
結
ぶ
立
体
交
差
事
業

の
着

手
、
運
動
河
川
公
園
の
整
備
、
 

下
水
道
事
業
の
整
備
、
農
道
整

備
事
業
等
土
改
事
業
二
次
農
業

構
造
改
善
事
業
等
を
主
な
る
事
 

早
期
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
実
現
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

に
持
ち
越
さ
れ
た
問
題
が
沢
山

ご
ざ

い
ま
す
。
 

本
年
は
、

い
よ
い
よ
第
三
十

二
回
国
民
体
育
大
会
が
青
森
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
あ
す
な
ろ
国
体

の
名
に
あ
や
か
り
、
幾
多
の
懸

案
の
問
題
を
解
決
し
、
今
年
は

是
非
躍
進
の
年
に
い
た
し
た
い

も
の
と
一
層
そ
の
責
務
を
自
覚

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

市
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

こ
こ
に
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と

い
た
し
ま
す
。
 
 

業
と
し
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
般
的
に
申
し
上
げ
て
地
方

自
治
体
は
、
経
済
の
不
況
か
ら

財
源
が
苦
し

い
と
き
に
も
拘
ら

ず
、
福
祉
関
係
、
生
活
環
境
整

備
等
の
経
費
が
増
大
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
然
し
、
地
方
自

治
体
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
財

政
事
情
の
変
化
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
市
民
福
祉
の
増
進
と
公

共
施
設
の
整
備
を
中
心
に
均
衡

の
と
れ
た
施
策
を
展
開
し
、

い

や
し
く
も
行
政
水
準
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
 

或
る
人
は
「
地
方
自
治
の
責

任
者
は
、
住
民
が
そ
の
地
域
を

愛
し
、
そ
の
地
域
を
誇
り
、
そ
 

市
で
は
、
住
み
よ

い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
は
か
る
た
め
、
 

市
長
を
は
じ
め
全
課
長
が
出
席

し
て
、
日
頃
皆
さ
ん
が
市
政
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
 

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
生
の
声

を
拝
聴
し
そ
れ
を
行
政
に
反
映
 
 

の
地
域
に
心
豊
か
に
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
精
神
的
風
土
を
培

か
う
こ
と
が
最
大
の
責
務
で
あ

る
」
 
と
申さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

私
も
こ
れ
を
指
針
と
し
て
望
む

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

新
し
い
声
は
、
国
体
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
国
体
の
成
功
と

併
せ
て
住
み
よ
い
、
う
る
お
い

の
あ
る
郷
土
建
設
の
一
翼
を
担

う
市
民
参
加
の
自
覚
を
深
め
て

よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る

と
同
時
に
、
新
し
い
年
が
真
に

皆
さ
ん
の
幸
福
を

招
く
よ
い

年
で
あ
り
ま
す
ょ
う
、
心
か
ら

祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
 

さ
せ
る
た
め
、
毎
年
各
地
区
ご

と
に
「
地
域
市
民
集
会
」
 
を開

催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も

一
月
六
日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
近

所
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
お

気
軽
に
ご
出
席
し
て
下
さ
い
。
 

佐々木市長 

る
ま
ち
 一
」
 

ま
す
。
 

，‘
ー
 

こ

れ
ま
で
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
対
し
、
深
甚
の
謝
意
を
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る

施
策
の
重
点
は
、
 

一
、
生
き
が

い
の
あ
る
福
祉
社
 

「
あ
す
な
ろ
」
 
へ
躍進
の
年
に
 

し
て
は
も
と
よ
り
商
工
業
界
に
 
（

新
築
、
駅
舎
へ
の
み
ど
り
の
窓
 

1
市
政
に
あ
な
た
の
声
を
 

》
 

六
日
か
ら
地
域
市
民
集
会
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「あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は
、
 

い
ま
、
で
お
酒
を
飲
ん
で
車
を

運
転
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
 

」
答
、
 
「あ
る
、
二
〇
％
」
。
 

市
交
通
防
災
対
策
室
は
、

こ

の
ほ
ど
市
内
＋
八
小
学
校
の
六

年
生
を
対
象
に
 

、

一

交
通
事
故
を
な
 
ノ
ー
 

く
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
子
供

の
目
を
と
お
し
た
大
人
の
交
通

安
全
意
識
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
 
（
全
回
答者
は
、
 

九
〇
二
人
）
。
 

質
問
し
た
学
童
の
父
の
職
業
 

は
、
農
業
が
最
も
多
×
、
そ
の

他
、
公
務
員
、
会
社
員
、
左
官
、
 

大
工
、
土
工

（
作
業員
）
、
工

員
の
順
。
質
問
し
た
全
体
の
七

六

・
七
％

（六
九
二
人
）
が
車
 

「あ
な
た
の
家
で
は
、
車
や

バ
イ
ク
で
き
た
お
客
に
酒
を
す

す
め
、
飲
ま
せ
た
こ
と
が
あ
る

か
」
。
答
、
あ
る
、
百
七
十
一
一

人
（
一
九
％
）
、
な
い
、
四
百

十
五
人
（
四
六
％
）
。
 

「お
酒
を
飲
ん
で
、
運
転
し
 

、
 

て
い
る
人
の
車

や
バ
イ
ク
に

一

緒
に
乗
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す

か
」
。
答
、
あ
 

る
、
百
六
十
人

（
一
七

・
七
％
 

）
、
な
い
、
七
百
四
十
二
人
（
 

八
二
・
二
％
）
。
 
「あ
な
た
の

お
父
さ
ん
は
、
お
酒
を
飲
ん
で

車
や
バ
イ
ク
を
運
転
し
た
こ
と
 

八
十
五
人
（
五
三
・
七
％
）
、
 

わ
か
ら
な
い
、
二
百
八
人
（
一
一

三
％
）
。
 
「あ
る
と
す
れ
ば
何

回
か
」
二
回
、
五
十
三
人
、
三

回
三
十
五
人
、
五
回
、
三
十
一

人
、
十
回
、
二
十
一
人
の
順
。
 

「あ
な
た
の
家
で
は
、
家
族

が
交
通
規
則
を
守
っ

て
運
転
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
 
「思

う
」
四
百
八
十
二
人
（

五
三
‘
 

四
％
）
、
 
「思
わ
な
い
」
、
百

八
人
（

一
一
・
九
％
）
、
 
「わ

か
ら
な
い
」
、
百
七
十
四
人

（
 

一
九

・
二
％
)
 

「交
通
安
全
に

つ
い
て

家
族
で
話
し
合
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
」
あ
る
、
二
百

八
十
八
人

（三
一
 
・
九
％
 

‘
・
）
ない
、
六
百
十
四
人

（
 

六
八
％
）
。
 

「
交
通
事
故
を
な
く
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」
 

最
も
多
い
の
が
 
「交
通

の
き
ま
り
を
皆
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
守
る
と
、
事

故
は
な
く
な
る
と
思
う
」
。
 

その8 

新
年
に
当
り
当
市

の
水
道
間

題
の
起
源
に
ふ
れ
、
昔
日
の
姿

を
偲
ぶ
参
考
に
し
た
い
。
 

市
の
前
身
の
五
所
川
原
町
制

は
、
明
治
三
十
一
年
七
月
で
七

十
九
年
前
に
相
当
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
よ
り
先
の
明
治
九
年

に
は
、
五
所
川
原
村
ほ
か
四
ケ

村
の
併
合
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
制
を
契
機
と
し
て
、
商

店
が

一
段
と
軒
を
列
ね
る
よ
う

に
な
り
、
鉄
路
の
奥
羽
本
線
と

の
適
訪
船
、
岩
木
川
の
改
修
工
事

に
と
も
な
っ
た
津
軽
平
野
の
改

良
が
四
方
が
農
村
の
立
地
と
あ

わ
せ
て
町
の
繁
栄
を
い
よ
い
よ

高
め
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
利
便
が
整
い

町
勢
進
展
の
著
し

い
な
か
で
、
 

地
勢
が
卑
湿
な
た
め
に
清
浄
で

無
害
な
飲
料
水
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
大
き
な
欠
か

ん
で
、
住
民
の
最
も
遺
憾
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
わ
ず
か
に
女
子
部
小

学
校

（川
端
町
）
の
井
水
が
比

較
的
佳
良
で
高
価
な
水
料
を
払

っ
て
使
用
し
た
も
の
も
少
く
な

く
、
大
半
の
井
水
は
多
量

の
有

機
物
を
含
有
し

て
飲
料
水
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

伝
え
て
い
ま
す
。
 

不
良
な
水
、
く
み
お
き
水
の

設
備
、
配
水
方
法
の
不
備
等
は
、
 

お
そ
ろ
し
い
伝
染
病
の
発
生
を
 

市
水
道
問
題
の
起
源
 

招
来
し
年
に
増
加
の
趨
勢
を
示

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
根
治

と
兼
ね
て
防
火
用
に
供
す
る
も

の
と
し
て
水
道
敷
設
問
題
が
有

識
者
間
に
台
頭
す
る
 

次
第
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
議
 

会
に
対
す
る
初
期
の
提
案
は
、
 

大
正
元
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
が

翌
年
の
東
北
地
方
の
大
凶
作
の

た
め
に
中
止
の
や
む
な
き
に
至

り
、
同
八
年
調
査
を
再
開
、
検

討
が
行
わ
れ
か
く
し
て
大
正
十

一
一
年
一月
町
議
会
で

の
決
定
と

い
う
経
過
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

先
輩
関
係
者
の
長
期
に
わ
た

る
多
大
の
苦
労
と
情
熱
が
伺
わ

れ
ま
す
が
、
水
道
問
題
の
起
源

を
次
の
と
お
り
結
ん
で
い
ま
す
。
 

「
 

故
に
本
町
に
止
水
道

を
敷
設
し

一
面
渇
望
せ
る
純
良

な
る
飲
料
水
を
供
給
し
伝
染
病

の
発
生
及
伝
播
を
予
防
し
他
面

水
圧
を
利
用
し
て
火
災
の
延
焼

を
防
過
し
以
て
生
命
の
安
固
を

図
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
は
町
民

当
然
の
自
衛
行
為
に
し
て
焦
眉

の
急
務
た
ら
す
ん
は
あ
ら
す
。
 

」
と
、
昭
和
二
年
二
月
住
民
待

望
の
上
水
道
事
業
に
よ
る
給
水

開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
年
代
に
お
け
る
上
水
道
事
業

の
完
成
は
ま
こ
と
に
画
期
的
な

も
の
で
、
県
内
は
無
論
東
北
地

方
有
数
の
も
の
と
さ
れ
、
参
観

者
が
多
数
に
及
ん
だ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
最
近
に
お

い
て
も
、
飯

詰
浄
水
場
の
旧
配
水
池
は
水
道

施
設
の
構
造
上
ま
こ
と
に
貴
重

な
存
在
と
さ
れ
、
大
事
に
保
存

を
は
か
る
べ
き
も
の
と
評
価
を

う
け
て
い
ま
す
。
 

（水
 
道
 
課
）
 

誇るなら 運転歴より 無事故歴 

あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は
 
ー
 

酒
酔
い
運
転
し
た
こ
と
あ
る
か
レ
 

か
バ
イ
ク
を
所
有
し
て
い
ま
す
o
 

が
あ
り
ま
す
か
」
あ
る
、
百
八
 

百
八
十

一
人
（
2
0%
)
 
（
一終
二
的
＼
 

女子部の井戸（川端町） 
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「あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は
、
 

い
ま
、
で
お
酒
を
飲
ん
で
車
を

運
転
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
 

」
答
、
 
「あ
る
、
二
〇
％
」
。
 

市
交
通
防
災
対
策
室
は
、

こ

の
ほ
ど
市
内
＋
八
小
学
校
の
六

年
生
を
対
象
に
 

、

一

交
通
事
故
を
な
 
ノ
ー
 

く
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
子
供

の
目
を
と
お
し
た
大
人
の
交
通

安
全
意
識
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
 
（
全
回
答者
は
、
 

九
〇
二
人
）
。
 

質
問
し
た
学
童
の
父
の
職
業
 

は
、
農
業
が
最
も
多
×
、
そ
の

他
、
公
務
員
、
会
社
員
、
左
官
、
 

大
工
、
土
工

（
作
業員
）
、
工

員
の
順
。
質
問
し
た
全
体
の
七

六

・
七
％

（六
九
二
人
）
が
車
 

「あ
な
た
の
家
で
は
、
車
や

バ
イ
ク
で
き
た
お
客
に
酒
を
す

す
め
、
飲
ま
せ
た
こ
と
が
あ
る

か
」
。
答
、
あ
る
、
百
七
十
一
一

人
（
一
九
％
）
、
な
い
、
四
百

十
五
人
（
四
六
％
）
。
 

「お
酒
を
飲
ん
で
、
運
転
し
 

、
 

て
い
る
人
の
車

や
バ
イ
ク
に

一

緒
に
乗
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す

か
」
。
答
、
あ
 

る
、
百
六
十
人

（
一
七

・
七
％
 

）
、
な
い
、
七
百
四
十
二
人
（
 

八
二
・
二
％
）
。
 
「あ
な
た
の

お
父
さ
ん
は
、
お
酒
を
飲
ん
で

車
や
バ
イ
ク
を
運
転
し
た
こ
と
 

八
十
五
人
（
五
三
・
七
％
）
、
 

わ
か
ら
な
い
、
二
百
八
人
（
一
一

三
％
）
。
 
「あ
る
と
す
れ
ば
何

回
か
」
二
回
、
五
十
三
人
、
三

回
三
十
五
人
、
五
回
、
三
十
一

人
、
十
回
、
二
十
一
人
の
順
。
 

「あ
な
た
の
家
で
は
、
家
族

が
交
通
規
則
を
守
っ

て
運
転
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
 
「思

う
」
四
百
八
十
二
人
（

五
三
‘
 

四
％
）
、
 
「思
わ
な
い
」
、
百

八
人
（

一
一
・
九
％
）
、
 
「わ

か
ら
な
い
」
、
百
七
十
四
人

（
 

一
九

・
二
％
)
 

「交
通
安
全
に

つ
い
て

家
族
で
話
し
合
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
」
あ
る
、
二
百

八
十
八
人

（三
一
 
・
九
％
 

‘
・
）
ない
、
六
百
十
四
人

（
 

六
八
％
）
。
 

「
交
通
事
故
を
な
く
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」
 

最
も
多
い
の
が
 
「交
通

の
き
ま
り
を
皆
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
守
る
と
、
事

故
は
な
く
な
る
と
思
う
」
。
 

その8 

新
年
に
当
り
当
市

の
水
道
間

題
の
起
源
に
ふ
れ
、
昔
日
の
姿

を
偲
ぶ
参
考
に
し
た
い
。
 

市
の
前
身
の
五
所
川
原
町
制

は
、
明
治
三
十
一
年
七
月
で
七

十
九
年
前
に
相
当
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
よ
り
先
の
明
治
九
年

に
は
、
五
所
川
原
村
ほ
か
四
ケ

村
の
併
合
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
制
を
契
機
と
し
て
、
商

店
が

一
段
と
軒
を
列
ね
る
よ
う

に
な
り
、
鉄
路
の
奥
羽
本
線
と

の
適
訪
船
、
岩
木
川
の
改
修
工
事

に
と
も
な
っ
た
津
軽
平
野
の
改

良
が
四
方
が
農
村
の
立
地
と
あ

わ
せ
て
町
の
繁
栄
を
い
よ
い
よ

高
め
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
利
便
が
整
い

町
勢
進
展
の
著
し

い
な
か
で
、
 

地
勢
が
卑
湿
な
た
め
に
清
浄
で

無
害
な
飲
料
水
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
大
き
な
欠
か

ん
で
、
住
民
の
最
も
遺
憾
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
わ
ず
か
に
女
子
部
小

学
校

（川
端
町
）
の
井
水
が
比

較
的
佳
良
で
高
価
な
水
料
を
払

っ
て
使
用
し
た
も
の
も
少
く
な

く
、
大
半
の
井
水
は
多
量

の
有

機
物
を
含
有
し

て
飲
料
水
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

伝
え
て
い
ま
す
。
 

不
良
な
水
、
く
み
お
き
水
の

設
備
、
配
水
方
法
の
不
備
等
は
、
 

お
そ
ろ
し
い
伝
染
病
の
発
生
を
 

市
水
道
問
題
の
起
源
 

招
来
し
年
に
増
加
の
趨
勢
を
示

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
根
治

と
兼
ね
て
防
火
用
に
供
す
る
も

の
と
し
て
水
道
敷
設
問
題
が
有

識
者
間
に
台
頭
す
る
 

次
第
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
議
 

会
に
対
す
る
初
期
の
提
案
は
、
 

大
正
元
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
が

翌
年
の
東
北
地
方
の
大
凶
作
の

た
め
に
中
止
の
や
む
な
き
に
至

り
、
同
八
年
調
査
を
再
開
、
検

討
が
行
わ
れ
か
く
し
て
大
正
十

一
一
年
一月
町
議
会
で

の
決
定
と

い
う
経
過
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

先
輩
関
係
者
の
長
期
に
わ
た

る
多
大
の
苦
労
と
情
熱
が
伺
わ

れ
ま
す
が
、
水
道
問
題
の
起
源

を
次
の
と
お
り
結
ん
で
い
ま
す
。
 

「
 

故
に
本
町
に
止
水
道

を
敷
設
し

一
面
渇
望
せ
る
純
良

な
る
飲
料
水
を
供
給
し
伝
染
病

の
発
生
及
伝
播
を
予
防
し
他
面

水
圧
を
利
用
し
て
火
災
の
延
焼

を
防
過
し
以
て
生
命
の
安
固
を

図
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
は
町
民

当
然
の
自
衛
行
為
に
し
て
焦
眉

の
急
務
た
ら
す
ん
は
あ
ら
す
。
 

」
と
、
昭
和
二
年
二
月
住
民
待

望
の
上
水
道
事
業
に
よ
る
給
水

開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
年
代
に
お
け
る
上
水
道
事
業

の
完
成
は
ま
こ
と
に
画
期
的
な

も
の
で
、
県
内
は
無
論
東
北
地

方
有
数
の
も
の
と
さ
れ
、
参
観

者
が
多
数
に
及
ん
だ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
最
近
に
お

い
て
も
、
飯

詰
浄
水
場
の
旧
配
水
池
は
水
道

施
設
の
構
造
上
ま
こ
と
に
貴
重

な
存
在
と
さ
れ
、
大
事
に
保
存

を
は
か
る
べ
き
も
の
と
評
価
を

う
け
て
い
ま
す
。
 

（水
 
道
 
課
）
 

誇るなら 運転歴より 無事故歴 

あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は
 
ー
 

酒
酔
い
運
転
し
た
こ
と
あ
る
か
レ
 

か
バ
イ
ク
を
所
有
し
て
い
ま
す
o
 

が
あ
り
ま
す
か
」
あ
る
、
百
八
 

百
八
十

一
人
（
2
0%
)
 
（
一終
二
的
＼
 

女子部の井戸（川端町） 
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昭
和
四
十
五

年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
六

年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
は
、・

こ
と
し
四
月
一

日
で
就
学
に
達

し
、
四
月
七
日

か
ら
入
学
と
な

り
ま
す
。
 

入
学
に
該
当

す
る
お
子
さ
ん

の
父
兄
に
は
、
 

入
学
と
健
康
診

断
の
日
時
を
直

接
通
知
し
ま
す

が
、
通
知
も
れ
、
 

住
所
の
変
更
や

訂
干
＋
事項
な
ど

が
あ
り
ま
し
た

ら
市
教
育
委
員

会

（
電
黄
m
>
)
2
 

又―ー新入学児童のーー八 

\―ーーー 健康診断 一ー――入 

佐
賀
国
体
の
視
察
雑
感

国
体
視
察
に
は
市
、
体
協
、
 

柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
等

か
ら
約
三
十
名
、
そ
れ
ぞ
れ
与

え
ら
れ
た
任
務
を
も
っ
て
数
班

に
わ
か
れ
現
地
二
泊
で
調
査
を

し
て
き
た
の
で
気
付
い
た
こ
と

二
三
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
 

H
市
民
一
人
一
人
が
国
体
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
気
構
え

に
溢
れ
非
常
に
親
切
で
あ
っ
た

ロ
宿
泊
地
の
嬉
野
始
め
佐
賀

鹿
島
、
武
雄
、
有
田
な
ど
の
町

で
も
道
路
の
情
掃
が
よ
く
行
き

と
ど
き
、
紙
屑
、
煙
草
の
吸
い

が
ら

ー
つ
も
見
当
ら
な
い
。
 
（
 

非
常
に
よ
く
舗
装
さ
れ
て
い
る
）
 

日
従
業
員
の
教
育
も
さ
れ
た

ら
し
い
が
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
 

マ
《
‘●
‘ィ
‘マ
レ
Irマ
（マ
《マ
〈づ

γ
 

☆
★

罵
い
ー
ド
言」
昧
二
 
胃
 
中
一
 

級
h
？
「
り
］
 

お
み
や
げ
屋
、
旅
館
、
飲
食
す

る
と
こ
ろ
な
ど
、
は
き
は
き
と

話
さ
れ
何
を
き
い

て
も
そ
の
町

の
概
況
な
ど
立
ち
所
に
答
え
て

く
れ
た
。
と
く
に
交
通
安
全
に

は
万
全
の
気
の
く
ば
り
方
で
好

感
が
も
た
れ
た
。
 

四
宿
泊
地
嬉
野
町
は
、
佐
賀

県
随
一
の
観
光
地
で
は
あ
る
が

国
体
期
間
中
は
ト

ル
コ
ブ
ロ
、
 

ヌ
ー
ド
劇
場
な
ど
は
営
業
せ
ず

芸
者
も
午
後
十
一
時
以
降
の
営

業
は
し
な
い
と
い
う
自
粛
ぶ
り
o
 

田
行
政
か
ら
の
指
示
も
あ
っ

た
ろ
う
が
沿
道
に
は
花
を
う
え

駅
前
、
会
場
、
案
内
所
等
に
は

ポ
ッ
ト
の
花
が
咲
き
乱
れ
市
民

に
依
頼
さ
れ
た
色
と
り
ど

り
の

大
輪
の
菊
は
人
目
を
ひ

い
て
い

た
。
 

因
質
素
国
体
と
い
わ
れ
な
が

ら
三
本
旗
、
連
旗
（
万
国
旗
の
 

よ
う
に
し
た
も
の
）
で
街
頭
を

装
飾
し
て
お
り
、
か
な
り
の
予

算
を
も
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
 

（
む
ろ
ん
県
費
の
補
助
は
青
森
県

よ
り
は
る
か
に
多
い
が
）
 

田
質
素
と
簡
素
の
国
体
と
い

わ
れ
な
が
ら
も
よ
く
分
折
し
て

み
る
と
、
か
な
り
の
経
費
を
か

け
た
跡
が
あ
り
あ
り
見
え
、
そ

の
た
め
さ
わ
や
か
に
、
す
こ
や

か
に
、
お
お
ら
か
の
標
語
を
か

か
げ
た
国
体
も
あ
の
よ
う
な
立

派
な
成
績
で
（
天
皇
杯
、
皇
后

杯
二
位
）
成
功
裡
に
終
了
し
た

も
の
と
思
う
。
 

水
稲
の
冷
害
、
り
ん
ご
の
落

果
等
に
よ
り
苦
境
に
あ
い
で

い

る
私
た
ち
で
は
あ
る
が
、
あ
と

国
体
開
催
に
二
九
〇
よ
り
な
日

い
。
こ
の
時
市
民
が
輪
に
な
り

結
集
し
た
カ
で
、
心
豊
か
に
力

た
く
ま
し
く
の
標
語
（
青
森
県
 

）
の
下
に
が
ん
ば
り
た
い
も
の

と
思
う
。
 
（
国
体
室
視
察
者
）
 

」譲
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生
活
環
境
 

バ
ト
ロ

ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 
でんわ 
(5)14 14 

小学校 

五所川原 

南 

ー
 
月
月

月

月

月

月
月

月
月
月
月
月
月
月
月
月

月
月
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I
I

1

1

1

I
1

1
1
1

I
1
1
1
1
1

1

、
  

日
日
 
日

日

日

日

日

日
日

日
日
日

日
日
日

日
日
日
 

	

時 	間 

	

9:00 	と 13:00 

	

12:00 	と 14:00 
中 	央 13:00 

栄 12:00 
七 ッ舘 13:00 
沖飯詰 13:00 
田 13:00 
鶴 ケ 岡 13:00 
藻 

野 	里 

14:00 
9:00 

松野木 13:00 
松 	島 13:00 
一野坪 12:15 
飯 	詰 13:00 
毘沙，・ 13:00 
羽野木沢 13:30 

東 13:00 
梅 	泉 13:00 

番
、
内

線
2
4
 

7
番
）
 

に
ご
連

絡
下
さ
 

ま
た
、
 

就
学
の

猶
予
、
 

免
除
を

希
望
さ

れ
る
方

は
、
医

師
の
診

断
書
と

印
鑑
を

ご
持
参

下
さ
い
。
 

新
入

学
児
童
 

の
健
康
診
断
日
程
は
、
 

お
り
で
す
。
 

1
1
1
 

次
の
と
 

度
目
の
特
選
と
な
っ
た
市
内
梅

田
出
身
で
、
四
十
七
年
度
の
第
 
 

受
け
て
い
る
伊
藤
正
規
画
伯
（
 

六
三
）
廿
東
京
都
練
馬
区
在
住

廿
を
励
ま
そ
う
と
こ

の
ほ
ど
地

元
有
志
で
「
伊
藤
画
伯
後
援
会
 

（増
田
桓

一
会
長
）
」
を
結
成
、
 

一
般
に
入
会
を
呼
び
か
け
で
い

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
さ
る
十
二
月
八
日
、
 

市
内
各
界

の
代
表
二
百
人
が
出

席
し
て
開
か
れ
た
日
展
特
選
の

受
賞
祝
賀
会
で
具
体
化
し
た
も

の
で
、
伊
藤
画
伯
の
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
、
物
心
両
面
か
ら
一

手
助
け
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
 

ど
な
た
も
随
時
入
会
で
き
ま

す
が
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

年
会
費
千
円
を
添
え
て
後
援
会
 
 

事
務
局
の
市
内
新
町
「

増
田
病

院
」
 
の
受付
 
（
電
話
 
⑤

2
 

7
2
6
番
）
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
 

便
膝
画
伯
は
、
五
農
を
卒
業

後
デ
ッ
サ
ン
に
励
み
、
昭
和
十

七
年
東
京
美
術
学
校
（
現
芸
大
）
 

）
を
卒
え
、
三
十
二
年
日
展
初

出
品
以
来
、
連
続
入
選
、
今
回

は
、
四
十
五
年
に
次
ぐ
二
回
目

の
特
選
と
な
っ
た
。
 

伊藤画伯 

「
伊
藤
画
伯
を
励
ま
そ
う
」
 

後
援
会
が
会
員
を
募
る
 

五
十

一
年
の
「
日
展
」
で
一
一
 

一
回
五
所
川
原
市
文
化
褒
賞
を
 

国
体
を
 
緑
の
街
で
 
豊
か
に
開
こ
う
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昭
和
四
十
五

年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
六

年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
は
、
 

こ
と
し
四
月
一

日
で
就
学
に
達

し
、
四
月
七
日

か
ら
入
学
と
な

り
ま
す
。
 

入
学
に
該
当

す
る
お
子
さ
ん

の
父
兄
に
は
、
 

入
学
と
健
康
診

断
の
日
時
を
直

接
通
知
し
ま
す

が
、
通
知
も
れ
、
 

住
所
の
変
更
や

訂
工”
＋
事項
な
ど

が
あ
り
ま
し
た

ら
市
教
育
委
員

会

（電
話
⑤
2
 

マー 入学児童の一ー―\ 
	 健康診断 	＼ 

佐
賀
国
体
の
視
察
雑
感

国
体
視
察
に
は
市
、
体
協
、
 

柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
等

か
ら
約
三
十
名
、
そ
れ
ぞ
れ
与

え
ら
れ
た
任
務
を
も
っ
て
数
班

に
わ
か
れ
現
地
二
泊
で
調
査
を

し
て
き
た
の
で
気
付
い
た
こ
と

二
三
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
 

H
市
民
一
人

一
人
が
国
体
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
気
構
え

に
溢
れ
非
常
に
親
切
で
あ
っ
た

ロ
宿
泊
地
の
嬉
野
始
め
佐
賀

鹿
島
、
武
雄
、
有
田
な
ど
の
町

で
も
道
路
の
情
掃
が
よ
く
行
き

と
ど
き
、
紙
屑
、
煙
草
の
吸

い

が
ら

ー
つ
も
見
当
ら
な
い
。
 
（
 

非
常
に
よ
く
舗
装
さ
れ
て
い
る
）
 

日
従
業
員
の
教
育
も
さ
れ
た

ら
し
い
が
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
 

A
丁
‘
丁
マ
戸
マ
r

マ
シ
マ
r

マ
F
 

』」浮
譲
 

お
み
や
げ
屋
、
旅
館
、
飲
食
す

る
と
こ
ろ
な
ど
、
は
き
は
き
と

話
さ
れ
何
を
き
い

て
も
そ
の
町

の
概
況
な
ど
立
ち
所
に
答
え
て

く
れ
た
。
と
く
に
交
通
安
全
に

は
万
全
の
気
の
く
ば
り
方
で
好

感
が
も
た
れ
た
。
 

四
宿
泊
地
嬉
野
町
は
、
佐
賀

県
随
一
の
観
光
地
で
は
あ
る
が

国
体
期
間
中
は
ト

ル
コ
ブ
ロ
、
 

ヌ
ー
ド
劇
場
な
ど

は
営
業
せ
ず

芸
者
も
午
後
十
一
時
以
降
の
営

業
は
し
な
い
と
い
う
自
粛
ぶ
り
。
 

田
行
政
か
ら

の
指
示
も
あ
っ

た
ろ
う
が
沿
道
に
は
花
を
う
え

駅
前
、
会
場
、
案
内
所
等
に
は

ポ
ッ
ト
の
花
が
咲
き

乱
れ
市
民

に
依
頼
さ
れ
た
色
と

り
ど
り
の

大
輪
の
菊
は
人
目
を
ひ
い
て
い

た
。
 

因
質
素
国
体
と
い
わ
れ
な
が
 

5

ニ
本
旗
、
連
旗
（
万
国
旗
の
 

よ
う
に
し
た
も
の
）
で
街
頭
を

装
飾
し
て
お
り
、
か
な
り
の
予

算
を
も
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
 

（
む
ろ
ん
県
費
の
補
助
は
青
森
県

よ
り
は
る
か
に
多
い
が
）
 

田
質
素
と
簡
素
の
国
体
と
い

わ
れ
な
が
ら
も
よ
く
分
折
し
て

み
る
と
、
か
な
り
の
経
費
を
か

け
た
跡
が
あ
り
あ
り
見
え
、
そ

の
た
め
さ
わ
や
か
に
、
す
こ
や

か
に
、
お
お
ら
か
の
標
語
を
か

か
げ
た
国
体
も
あ
の
よ
う
な
立

派
な
成
績
で
（
天
皇
杯
、
皇
后

杯
二
位
）
成
功
裡
に
終
了
し
た

も
の
と
思
う
。
 

水
稲
の
冷
害
、
り
ん
ご
の
落

果
等
に
よ
n
苦
境
に
あ

い
で
い

る
私
た
ち
で
は
あ
る
が
、
あ
と

国
体
開
催
に
二
九
〇
よ
り
な
日

い
。
こ
の
時
市
民
が
輪
に
な
り

結
集
し
た
力
で
、
心
豊
か
に
力

た
く
ま
し
く
の
標
語
（
青
森
県
 

）
の
下
に
が
ん
ば
り
た
い
も
の

と
思
う
。
 
（国
体
室
視
察
者
）
 

マ
ー
‘
，
マ
ー
‘
ー
イ
〈
イ

官
 
言

《
，
 

☆
☆
 

貢
智
7
★
か
 

●

（
ぐキ
寺
、、
寺
 

No 27 

生
活
環
境
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 
でんわ 
(5)14 14 

国
体
を
 
緑
の
街
で
  
豊
か
に
開
こ
う
 

小学校 

五所川原 

南 

ー
 
月

月

月

月
月

月

月
月
月

月
月
月
月

月
月
月
月

月

と
 
1
21
2招
招
招
抑
溜
糾
口
掴
抑
拙

1
22

抑

I
21
2
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j
2
:
 

 

き
 

5
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6
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8
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I
6
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1
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]L
I
 
 

1

I
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1
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1
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1
1

1
1
1
1

1
1
1
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、
  

日
日

日

日

日

日

日
日
日

日
日
日
日

日
日

日
日

日
 間 伽伽 

ン」ン」  

9: 12:13 

中 	央 

時
 

0
0
 0
00

00
00

00
00

00
00

00
00

00
01

50
0
 

:
1
2
:
1
3
:
 

1
3
:
1
3
:
1
3
:
1
4
:
9
:
 
1
3
:
 

1
3
:
1
2
:
1
3
:
1
3
:
 

1
3
:
ほ
 1
3
:
 

 

叩
、3
00
0
 
0
0
 

 

栄 

七ッ舘 

沖飯詰 

田 

鶴 ケ 岡 

藻 

野 	里 

松野木 

松 	島 

一野坪 

飯 	詰 

毘沙‘" 
羽野木沢 

東 

梅 	泉 

番
、
内

線
2
4
 

7
番
）
 

に
ご
連

絡
下
さ
 

ま
た
、
 

就
学
の

猶
予
、
 

免
除
を

希
望
さ

れ
る
方

は
、
医

師
の
診

断
書
と

印
鑑
を

ご
持
参

下
さ
い
。
 

新
入

学
児
童
 

の
健
康
診
断
日
程
は
、
 

お
り
で
す
。
 

1
1
1
 

次
の
と
 

度
目
の
特
選
と
な
っ
た
市
内
梅

田
出
身
で
、
四
十
七
年
度
の
第
 
 

受
け
て
い
る
伊
藤
正
規
画
伯
（
 

六
三
）
廿
東
京
都
練
馬
区
在
住

廿
を
励
ま
そ
う
と
こ
の
ほ
ど
地

元
有
志
で
房

藤
画

伯
後
援
会
 

（
増
田
桓
一
会
長
）
」
を
結
成
、
 

一
般
に
入
会
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
さ
る
十
二
月
八
日
、
 

市
内
各
界

の
代
表
二
百
人
が
出

席
し
て
開
か
れ
た
日
展
特
選
の

受
賞
祝
賀
会
で
具
体
化
し
た
も

の
で
、
便
膝
画
伯
の
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
、
物
心
両
面
か
ら

手
助
け
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
 

ど
な
た
も
随
時
入
会
で
き
ま

す
が
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

年
会
費
千
円
を
添
え

で
後
援
会
 
 

事
務
局
の
市
内
新
町
「
増
田
病

院
」
の
受
付
 
（
電
話
 
⑤

2
 

7
2
6
番
）
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
 

伊
藤
画
伯
は
、
五
農
を
卒
業

後
デ
ッ
サ
ン
に
励
み
、
昭
和
十

七
年
東
京
美
術
学
校
（
現
芸
大
）
 

）
を
卒
え
、
三
十
二
年
日
展
初

出
品
以
来
、
連
続
入
選
、
今
回

は
、
四
十
五
年
に
次
ぐ
二
回
目

の
特
選
と
な
っ
た
。
 

伊藤画伯 

「
伊
藤
画
伯
を
励
ま
そ
う
」
 

後
援
会
が

会
員
を
募
る
 

五
十
一
年
の
「
日
展
」
で
一
一
 

一
回
五
所
川
原
市
文
化
褒
賞
を
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市
政
ダ

イ
ヤ

ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
 

雷⑤432 1 

.
 

，

《
 

(
 

叫

hー
，‘
，一
ー
 ，,
 

一
ー
 

(
 

 
か
 
味
咽

ケ
沢
の
や
ち
ケ
沢
溜
 

一
離

籍
解
離

鍵
か
 

〉
 
め
る
こ
と
が
出
来
る
小
型
の
 

（
 
水
鳥
で
す
。
 

一
一
 
潜
水
時
間
が
長
く
二
十
五
 

r'
J
‘
・り…
 
‘ー
ー
‘
ー
ー
 

カ
イ
ツ
ブ
リ
（
カ
イ
ツ
ブ
リ
科
）
 

秒
間
も
、
も
ぐ
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
五
所
川
原
》
 

地
方
で
は
「
ド
ン
ク
グ
リ
ー
 

と
呼
ん
で
親
し
ん
、
、
いま
す
。
 

夏
羽
は
上
面
黒
か
っ
色
、
冬

羽
で
は
灰
か
っ
色
で
す
。
 

こ
の
鳥
は
浮
巣
を
作
る
こ
 

▽
期
間
 
昭
和
五
十
二
年
一

月
一
日
ー
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
 ▽

方
法
 
各
単
位
ク
ラ
ブ
毎

に
定
め
ら
れ
た
持
点
か
ら
 

事
故
種
別
（
死
亡
、
重
傷
、
 

軽
傷
）
、
事
故
原
因
別
（
第

一

原
因
、
第
二
原
因
、
そ
の
他
）
 

交
通
訓
練
参
加
率

（
六段
階
）
 

別
に
定
め
ら
れ
た
点
数
を
減
じ

残
り
持
点
の
多
い
ク
ラ
ブ
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。
 

◇
「
死
亡
事
故
ゼ
口
ー
〇
〇

日
、
市
民
運
動
」
 

一
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
 

運
動
を
展
開
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

泳
ぎ
出
す
の
が
常
で
す
。
 

な
ど
の
藻
の
茎
を
利
用
し
、
 

白
色
の
石
灰
質
で
お
お
わ
れ

親
鳥
が
巣
を
離
れ
る
と
き
は

卵
に
水
草
を
か
ぶ
せ
て
か
ら

と
で
有
名
で
す
。
キ
タ
ョ
、
ン

た
卵
を
三
ー
六
個
産
み
ま
す
。
 

摺
鉢
形
の
巣
を
つ
く
り
、
春

葉
や
キ
ン
ギ
ョ
モ
・
フ
サ
モ

に
ク
リ
ー
ム
色
で
、
表
面
が
 

・

マ
コ
モ
・
ハ
ス
な
ど
の
茎
 

一
 
一
 

す
。
 

市
交
通
事
故
防
止
対
策
本
部
 

1
職
業

訓
練
指

導

J
 

F
員
免

許
講
習
会

L
 

▽
受
講
資
格
 
経
験
年
数
満
 

十
五
年
以
上
の
方
で
す
。
 

▽
受
講
の
受
付
 
一
月
未
日
 

ま
で
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
 

問
い
あ
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

市
内
幾
世
森
五
七
 

五
所
川
原
職
業
訓
練
協
会
 

尋
尋
脅
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
中
魯
尋尋
 

”
競
競
舞
緯
議
軸
総
 

尋
尋
魯
脅
尋
中
尋魯
中
尋
尋
尋
尋中
 

退
職
金
と
税
金
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か

は
「
退
職
」
 
の
日
がや
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
と
き
支
給
さ
れ
る

退
職
金
に
ど
の
く
ら
い
税
金
が

か
か
る
か
気
に
な
る
も
の
で
す
。
 

退
職
金
は
長
い
間
働
い
て
手

に
す
る
も
の
で
、
退
職
後
の
生

活
の
た
め
に
も
大
切
な
も
の
で

す
か
ら
、
そ
の
所
得
税
は
給
料

や
他
の
所
得
の
税
金
よ
り
も
ず

っ
と
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

退
職
金
の
税
金
は
、
退
職
金

か
ら
退
職
所
得
控
除
額
を
差
し
 
 

（電
話
④

2
7
31
番
）
 

コ
定
額
貯
金
電

J
 

F
の
手
続
き
を

L
 

昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
三

日
以
前
に
預
け
入
れ
た
定
額
貯

金
の
利
息
が
有
利
に
な
る
手
続

き
の
取
扱
中
で
す
。
こ
の
取
扱

い
は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
十

三
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

t
 

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
お
手
も
と
の
貯
金
証
書
の
 

引
い
た
残
り
の
二
分
の
ー
に
か

か
り
ま
す
。
退
職
所
得
控
除
は

勤
続
年
数
が
二
十
年
ま
で
は
一

年
に
つ
き
二
十
五
万
円
、
二
十

年
を
超
え
る
部
分
は
一
年
に
つ

き
五
＋
万
円
で
計
算
し
ま
す
。
 

例
え
ば
、
勤
続
三
十
五
年
の

人
が
退
職
金
を
一
千
六
百
万
円

も
ら
っ
た
場
合
は
、
退
職
所
得

控
除

一
千
二
百
五
十
万
円
、
課

税
所
得
百
七
＋
五
万
円
と
な
り

所
得
税
は
二
十
万
九
千
円
と
な

り
ま
す
。
 

還
付
の
申
告
は
早
く
 

昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税

確
定
申
告
の
期
間
は
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
 

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
方
で
 
 

日
付
け
を
今

一
度
お
確
め
く
だ

さ
い
。
 手
続
き
は
簡
単
で
す
。
 

「
定
額
貯
金
証
書
」
を
近
く
の

郵
便
局
の
「
窓
口
」
か
「
外
務

員
」
に
お
申
し

つ
け
く
た
さ
い
。
 

す
ぐ
に
⑧
の
表
示
を
八
た
し
ま

す
。
 
五
所
川
原
郵
便
局
 

税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
る
方
の

確
定
申
告
書
は
、
一
月
か
ら
受

付
け
て
お
り
、
早
く
申
告
す
れ

ば
、
税
金
も
早
く
戻
り
ま
す
。
 

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
 

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
住

宅
取
得
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
。
 

②
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ

の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年

末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。
 

③
株
式
の
配
当
が
あ
っ
た
り

特
定
の
寄
付
金
を
→
て
、
配
当

控
除
や
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら

れ
る
人
。
 

④
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が

休
業
や
廃
業
で
所
得
が
前
年
よ

り
大
幅
に
減
っ
た
人
な
ど
。
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し
た
。
 

し
た
も
の
で
す
。
 

奉
仕
団
が
、
日
鳳
百
慢
の
ノ

ド
を
披
露
し
た
り
世
間
話
し
に

花
を
咲
か
せ
互
い
の
老
境
を

い

た
わ
り
励
ま
し
た
も
の
で
、
お

と
し
よ
り
た
ち
か
ら
喜
ば
れ
ま
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生 	年 	月 	日 加入申出期限 

（注） 

任意加入資

者は、この

入申出期限

でに加入手

きが必要で 

昭和12年 1月 2 日～昭和12年 2 月 1日生れ 昭和52年 1 月31日 

昭和12年 2 月 2 日～昭和12年 3月 1日生れ 昭和52年 2 月28日 

昭和12年 3 月 2 日～昭和12年 4 月 1日生れ 昭和52年 3月31日 

昭和12年 4 月 2 日～昭和12年 5月 1 日生れ 昭和52年 4 月30日 

昭和12年 5 月 2 日～昭和12年 6 月 1日生れ 昭和52年 5月31日 

昭和12年 6 月 2 日～昭和12年 7月 1日生れ 昭和52年 6 月30日 

昭和12年 7 月 2 日～昭和12年 8月 1日生れ 昭和52年 7月31日 

昭和12年 8月 2 日～昭和12年 9 月 1日生れ 昭和52年 8 月31日 

昭和12年 9 月 2 日～昭和12年10月 1日生れ 昭和52年 9 月30日 

昭和12年10月 2 日～昭和12年11月 I 日生れ 昭和52年10月31日 

昭和12年11月 2 日～昭和12年12月 1日生れ 昭和52年11月30日 

昭和12年12月 2 日～昭和13年 1 月 1日生れ 昭和52年12月31日 

昭和52年1月改正後の農業者年金の経営移譲年金支給額 

年 金 支 給 額 
保 険 料 納 付 済 期 間 

20歳で加入し 40年（60歳まで〉保険料をかけた場合 1,248,000 円 

25歳で加入し35年（60歳まで）保険料をかけた場合 1,092,000 円 

30歳で加入し30年（60歳まてり保険料をかけた場合 936,000 円 

35歳で加入し 25年（60歳まで）保険料をかけた場合 780,000 円 

40歳で加入し20年（60歳まで）保険料をかけた場合 
	

624,000円 

I 年に受ける額 月 額 

104,000 円 

78,000 円 

65,000 円 

52,000 円 

91,000 円 

（注） 

60歳で経

営移譲し

た場合 

60歳から

年金が支

給されま 
す 、 

ま
 
続
 す
 

新しい図書のお知らせ 

市立図書館 

2、歴史・伝記・地理‘紀行 

加太こうじ 昭和 犯 罪 史 

（其の他4冊） 

3、政治・法律 経済・経営・社会・ 

教育・民俗 

草柳大蔵 官 僚 王 国 論 

（其の他15冊） 

9、文 学 

野村圭介 パ リ 環 状 通 り 

岩 元 巌 掛‘ 公 の 巣 

（其の他 5冊） 

田辺聖子 小 町 盛 衰 抄

横溝正史 犬 神 家 一 族

和田芳恵 み だ れ 髪

野坂昭如 四畳半襖の下張り裁判 

近藤啓太郎 微 	 笑 

柳田邦男 空 白 の 天 気 図 

rにちて七 わ が 子 ノ ア 
遊佐雄彦 複合汚染への反証

佐々木隆三 大 将 と わ た し 

＠この他、専門的図書・翻訳図書等、 

研究と読書用多数。文庫もの70冊。 

◆新らしい「図書館」．の建築中であり

ますが、市民の皆さんの『献本」を

お願いいたします。 

なお、明治・大正時代の教科書・

辞典・参考書等がごぎいましたなら

ご寄贈下さるよう，特にお願いいたし

ます。 

＠冬ごもり中に「読書」 「研究」 に図

書館を十分ご利用下さい 

「読書会」等の組織等についての

ご相談に応じます。 

白
 
が
 

微
空
 
わ
 

和
野
 

自
 

（第 3種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和52年（1977年）1月1日（391号） 
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市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
大

谷
慶
作
会
長
）
の
老

人
社
会
奉

仕
団
は
、

さ
る
十
一J
月
十
七
日

十
と
し
よ
り
家
庭
を
友
愛
訪
間

し
、
 「
明
る

い
正
月
を
迎
え
て

ド
さ
い
」
 
と
励ま
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
友
愛
訪
問
し
た
の

は
、
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
長

副
会
長
二
十
八
人
で
、
九
班
に

分
か
れ
て
市
内
飯
詰
の
木
村
繁

太
郎
さ
ん
（
六

八
）
ら
三
十
九

人
の
お
と
し
よ
り
家
庭
を
訪
問
 

   

農業者年金への 	、 
	加入のお知らせ 、  \ 

  

   

「
明
る
い
正

月
を
迎
え

て
 
」
 

老

人

ク
、

友

愛
訪
間
 

、
 

お 

し 

ら 

せ 

広
報
紙
の
早

期
配

布
に
ご

協
力
願
い
ま
す
 

「農業者年金」 は、農業経営主と農業後継者のための年金です。（一家で経営主と後継者と二人

が加入できます。）加入手続きのおくれから、加入できない人が出ています。加入する資格があり

ながら、まだ加入していない方は、早く加入しましょう。 

とくに、次の方々は、生年月日 別保険料納付期限（加入申出期限）前日以前に加入の手続きをと

りませんと、加入することができなくなつたり、また、もし加入できても保険料納付済期間がたり

ないために、‘年金の受給権に結びつかなくなったりしますので、早く農協で加入の手続きをして 

下さい。 	 、 

◇当然加入者（加入しなければならない人） 

国民年金の加入者、自分名義の経営農地面積が五十アール（五反一三歩）以上の農業経営主。 

犬正 8年10月 2 日から昭和11年 1月 1 ばまでに生まれた当然加入資格者の年金受給権に結びつ

く保険料納付期限 

生 	年 	月 	日 保険料耐符期限 

（注） 

「保険料納付期限欄」 の

日までに保険料が納付で

きるように事前に加入手

続きが必要です。 

大正 8年 10月 2 日～大正 9 年 1月 1日生血 昭和52年 1月31日 

大正 9 年
昭和10年 

1月 2 日～ 4 月 1日生れ 昭和52年 4 月30日 

大正 9年
昭和10年 

4 月 2 日～ 7月 1日生れ 昭和52年7 月31日 

大正 9年
昭和10年 7 月 2 日～10月 1 日生れ 昭和52年10月31日 

奄覇品年 10月 2 日～昭和11年 1 月 1日生れ 昭和53年 1月31日 

◇任意加入者（加入することができる人） 

国民年金の加入者で①自分名義の経営農地面積が三十アール（三反八歩）以上五十アール未満 

で、年間農業労働時間が七百時間以上の園芸施設経営主 

②農業生産法人の常時従事者である構成員 

③五十アール以上の農業経営主が指定した後継者（後継者は子か孫のうち一人、弓は続き三年 

以上農業従事者で、後継者名義の農地がなくても加入できます） 

昭和12年1月2日から昭和13年 1月 1日までに生まれた任意加入資格者の生年月日別加入申出期限 

年金は、加入している期間が長けれぱ長いほど有利です。 若いうちに加入しましょう。 

くわしいことは、農協または農業委員会にご相談ください。 
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